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研究期間　　2008　～　2010　年度
１．研究会開催内容
第1回　4月17日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室　

遠藤貢（東京大学）「ソマリアにおける「紛争」と国家形成をめぐる問題系」
峯陽一（大阪大学）「アフリカの政治制度選択と紛争予防」
Mats Utas（北欧アフリカ研究所） “Informal regimes of power: a network approach to African conflicts”
第2回　7月10日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室
佐藤千鶴子（アジア経済研究所）「アフリカ人看護師の国外流出と政府の対応」
加茂省三（名城大学）「ビアフラ戦争とフランサフリック」
北川勝彦（関西大学）「アフリカ史と世界史」
第3回  9月25日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室
正木響（金沢大学）「アジアの経済成長とアフリカ：アフリカの雁はアジアに続いて飛べるか」
佐藤誠（立命館大学）「主権と人権の相克」
高橋基樹（神戸大学）「アフリカ：族的紐帯から類的連帯へ？」
第4回　12月18日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室
西浦昭雄（創価大学）「東アフリカにおける構造調整後の流通形態の変容とスーパーマーケットの台頭：ウガンダを中心に」
戸田真紀子（京都女子大学）「女子教育推進の障害：植民地の遺産としての国内植民地化」
斎藤文彦（龍谷大学） “Possibility of "Green State" in Africa?: Reflections over the gaps between ideals and realities in Uganda”
２．研究成果の概要（簡潔に記入ください）
2010年度は計4回の研究会を開催した。また、共同研究者の大林稔（龍谷大学）を現地調査のためにザンビアへ、戸田真紀子（京都女子大学）をケニアへとそれぞれ派遣した。このように2010年度は、講師を学内外から招いて研究会を開催したり、共同研究者を海外に派遣したりするなど、「アフリカと世界」をテーマにした活発な研究会活動を展開した。
３．その他（特に記載しておくべきこと）

